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 農業科の桜草 

五月の連休前のある昼休みのことです。職員室に上がる階

段下がピンク色にあふれ、桜草の鉢を売る生徒の姿がありま

した。「先生、買ってぇ～」というＡ君・Ｓ君の声に誘われて、

２鉢買って帰りました。 

 さて、家に帰って植え替えようとして気がつきました。２

鉢とも同じ桜草と思っていたのですが、１鉢ごとに違う種類

の名前が記されていたのです。「眉間尺」と「隠れ蓑」。よく

見ると葉っぱの形が少し違って、成長ぶりも「隠れ蓑」の方

がいいのです。少し小振りな「眉間尺」に“しっかり大きく

なってよ～”という気持ちを込めて土をかぶせました。 

  

 植物にそれぞれ個性があるように、

私たちだってそれぞれ個性・特性があ

ります。一昔前「話を聞かない男・地

図が読めない女」という本が話題にな

りました。男女の脳は違う方向に進化

し、情報の処理の仕方も変わってきたと論じています。狩り 

をする男は空間認知能力に優れ、ひたすら獲

物を追う「トンネル視」。子育てを担う女は木

の実や果実を見つける必要性から「周辺視野」

が広がったそうです。男女の役割が多様化し

た現代では一概には言えませんが興味深い本

ではありました。 

私自身の事でいうとかなりの「方向音痴」（これは典型的な

女脳？）です。遠足では決して先頭クラスとして引率はしま

せん。自分の車をどこに駐車したか分からず冷や汗をかくと

いう夢を何度も見ます。なので、それを補う手だてを自分な

りに考えて実行しています。 

行かなければならない場所は事前に下見をする。大きな建

物を覚える。目印・番号をメモする、などなど。それでも“行

きはよいよい、帰りは怖い”経験は数知れず。頭の中に地図

や磁石が入っている人がうらやましい限りですが、自分自身

の特性と一生つきあっていくしかありません。  （近藤） 

 

毎年新入生対象に行っているWISC-Ⅲ（ウィスク・スリー）

の検査は、そんな特性を知るための手がかりになるものの一

つです。 

昨年度の未来への扉４９号から抜粋です。 

＜WISC-Ⅲって何？＞ 

 そもそも、WISC-Ⅲとはどういった検査で、何が分かるの

でしょうか。 

 WISC-Ⅲは 5歳～16歳を対象とした知能検査で、13種の

様々な検査項目から成ります。大きく「言語性検査」（耳から

入った言語情報を認知し処理する力を測る）と「動作性検査」

（目から入った情報を認知し処理する力を測る）とに分ける

ことができます。 

 13種類の検査の結果を分析することで、様々な情報の認知

や処理、記憶、運用の癖を知ることができます。例えばざっ

くりと「耳からの言語情報を理解するのは苦手だが、視覚的

な情報の処理は得意」という傾向が分かったり、

その中でも「具体的な言語情報はわかりやすい

が、抽象的な言語概念が理解しづらい」とか「記

号や符号、形などを正確に捉えられるが、絵や

写真の意味を正しく理解するのが苦手」など、

いろいろな傾向が分かります。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

４９号のWISC-Ⅲのお話は続きがあります。詳しく 

お知りになりたい方はＨＰをご覧下さい。  

支援部までおたずね下さっても構いません。 

 

 

 

 

 

 

うちの先生♪ 山藤愛子先生 
     ＜◆ゴシック、（ゴシック）はレポーターY＞ 

 

☆山藤愛子先生にお話しを聞いてみました～☆ 
 
◆まず最初に、担当はなんですか？ 

数学・情報・縫工・調理です。その他に本校のＨＰのブロ

グ担当歴３年目です。（みなさん高特ブログはいかがです

か？）  
 

◆特技や趣味がたくさんありそうですが少し教えてください。 

パソコンを自分で作ること！（その意味はよくわかりませ

んが（笑）とにかくパソコンに長けていらっしゃってパソコ

ンで困ったときは山藤先生にＳＯＳ！→おおよそ即解決♪） 

色鉛筆画もすっごく好きです。色鉛筆の種類もけっこう持

っているんですよ♪ 今年は美術部の顧問になりましたので

私も一緒に取り組んでいます。（文化祭での職員展示が楽しみ

です。） 
 
◆そうそう、好きなもの（こと）があるようですけど… 

 それはもしかしたら《ゆかた》のことでしょうか。ゆかた

を着ることが好きなんです。家に帰り洋服を脱いでゆかたに

着替えるとほっとしてリラックスできます。私のゆかたシー

ズンはけっこう長いです。素足になって気持ちが良い季節な

らＯＫです♪（それって…５月～９月ごろまで!?） 
 
◆お話を聞いていて感じるんですが、しゃべり方に特徴があ

るようですが… 

 生まれも育ちも関西なんですよ。ただ両親が九州人なので

九州なまりの関西弁・混在型。いえ、プライベートでは九州

弁が主流かも。幼いころ３年間茨城県で暮らしたことがあり

その時は「～だっぺ」も使っていたっぺ。（初めて生で「～だ

っぺ」を聞きました。ちょっと嬉しいです。） 
 
◆では最後に、やりたいことや夢はありますか 

 はい。絶対叶わないんですけど…、マンタの背中に乗って

大海原を泳ぎたいんです！ 数年前、石垣島へマンタに会い

にいきました。すぐそばをマンタが泳いでいったのです！（夢

に一歩近づいたんですね！）いいえ。マンタの生態から考え

てマンタに触れることはしてはいけないことなので、だから

叶わない夢なのですけどね。でも乗ってみたいんです、マン

タの背中に♪（いえ、とってもステキな夢です☆） 

 ～今号からスタートします「うちの先生」～ 
 
タイトルの通り、うち＝高等特別支援学校の先生を 

紹介していきたいと思います。 


